
人文・社会科学振興プロジェクト研究事業 

研究グループ 進捗状況報告書 

 

１．研究領域 
研究領域Ⅰ：知の遺産を始めとする日本の在り方と今後の変容について研究す

る領域 

２．プロジェクト研究 日本的知的資産の活用 

３．研究グループ 日本型地域ネットワークと地域通貨 

４．研究グループ長

（所属・役職） 
岡田 真美子（兵庫県立大学環境人間学部・教授） 

  

５．研究グループの

目的・概要 
・本グループは、地縁、血縁以外の日本的ネットワークシステム（講、宮座、

結い、水掛りなど）に注目し、この日本的知的遺産を現代の地域づくりに生か

す方策を考える。 

・その際、かつてこれらの地域ネットワークが持っていた会議のシステム、合

意形成手法を研究しつつ、実際に研究の場で実践し、共同研究の成果集約様式

を開発する。 

・上記で得た日本的知的遺産を現実に生かす方策として、現在注目を浴びてい

る地域通貨制度を運用しながら実証研究し、日本的手法を受け継いだ形での活

用を考え、現金のみに頼らない長寿社会の地域福祉向上の道を探る。 

・以上の研究は ICT を活用して行われ、成果発表は言語記述と合わせて、視覚

化に努める。最終的にはプロジェクトの叢書に成果を公開し、実際に政策提言

することを目指す。 

  

６．進捗状況  
10月 28日 共同研究趣旨説明会。研究趣旨を説明。（新神戸） 

研究への参加の意思を確かめ、抱負を語り合った 

 

12月 24-25日 第 1 回桑子プロジェクト合同研究会に参加（京都） 
(1) プロジェクトリーダー、コア研究代表のレクチャーによってプロジェク

トのねらい、方向性を確認した。 

(2)  海外の日本学研究者[オーギュスタン・ベルク氏]と、著名なコレク

ティヴハウジング研究者のレクチャー[延藤安弘氏]を通じて、日本

的知的遺産に関する哲学と今日的な活用に対する知見を得た 

 

1月 24-25日 縁網聞會第 1回寄合い（岡山研究会） 
(1) キーノートレクチャー/ワークショップ/フィールドワークによって研究
課題に関する知識を共有を図った 

(2) 研究の目指すところ、研究スタイル、成果発表などについて合意し
た 

(3) 研究の重要論点を確認した 
          

2月 26-27日 第 2 回桑子プロジェクト合同研究会（三田龍野） 
(1) まちづくりに関するフィールドワーク、レクチャー[本町ラボ]と、地域
通貨実践者[未杜・赤井俊子氏]のレクチャーを通じて地域社会と研

究の接点を探った。（三田） 

(2) 龍野畳堤フィールドワークとレクチャーを通じて重要課題のひとつ、
近過去の歴史を研究することによって、地域マネジメントを考える

試みを行った。 
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3月    コア研究 Web 上場 
情報共有、情報発信のためのツールとしてホームページを開設 

http://www.shse.u-hyogo.ac.jp/okada/jinsha/

 3月 26-28日 縁網聞會第 2回寄合い（大阪） 
(1) 大阪を中心とした水圏/「粋」研究者との寄合い学会 
(2) 感性哲学部会研究発表会に参加することによって、研究手法に関
する知見を得る。 

 

7 月 22 日 県と協働して場と縁の継承・再生国際会議実行委員会立ち上げ（神戸）と

        電子会議のはじまり 

12 月兵庫県と桑子プロジェクト合同で開催する国際会議の実行委員会

を兵庫県公館で立ち上げた。実行委員長に岡田、兵庫県側代表に清原

桂子氏（兵庫県理事）、場の国際会議代表に桑子敏雄 PJ リーダー、実

行委員会事務局長に本研究グループコア研究者和﨑宏を選出した。 

同時に準備のためのコアメンバのML,事務局のML を開設 

以後準備のための活発な電子会議が続いている 

 

7月 30日-31日 第 3回プロジェクト合同研究会（東京） 
・桑子プロジェクト内の両コア研究の進捗を確認した 

常勤行為と非常勤行為および、常勤好意と非常勤好意という問題

について 1月に本グループが岡山で行った研究会の成果の一端を披

露するという意味で、本グループのコア研究者森下一男（香川大学）

が、ため池の管理のネットワークが地域防災に果たす役割について

研究報告をした。 

・景観法の精神を学び、日本橋をフィールドワークし、東京の水景

観を考えた。 

  

７．今後の研究計画 12月 18-19 場と縁の継承・再生国際会議開催（桑子 PJ） 
日本の歴史に蓄積されたさまざまな知的資産の価値を再認識するとともに、

現代社会の抱える現実的課題の起源を明らかにし、またその分析に活かしなが

ら、問題を解決するための方法手続きなどについて、学問的根拠にもとづく提

案を学際的に研究し、その成果を社会提言として発表する(桑子)ことが本プロ

ジェクトの主たる目的である。今回日本の文化的資産中でも空間と結縁組織の

概念に注目して、それらの継承と再生について討議する国際シンポジウムを兵

庫県公館において行うことを計画した。会期は 2 日間で、パネルディスカッション

が桑子プロジェクト全体で 3 つ、2 日めには研究者、地域活動実践者たちによるワー

クショップも行われる 

この国際会議において本グループは阪神淡路大震災復興 10 年を記念して地域に

おける関係性の継承と再生を探るという目的の元兵庫県との連携を深め、その協力

を得て国内外の地域通貨実践者を集めて地域通貨国際会議を行う。そこでは地域経

営の智を交換し、これからの活動の糧を得ることを目指す。 

 本国際会議は、県知事、理事をはじめとする行政者も参加して行われるが、これ

を支えるのが、本研究グループのコア研究者である、中塚則男(兵庫県政策担当課

長)や竹村英樹（兵庫県知事室）らを中心とする県庁内地域通貨研究会である。これ

らの官と学の協働は次年度以降も活発に行われる予定である。 

 

12 月 21－23 日 桑子 PJ と合同研究会（高千穂） 

合同研究会における本研究グループの眼目は高千穂神楽フィールドサークで

ある。文化人類学者であるコア研究者合田博子（兵庫県立大）の指導の下、高

千穂に残る日本最古の神楽を準備から調査し、神道が地域において果たしてき

た役割について考察を深める。 
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今後の見通し 

H15-16 年度  

・研究会を通じて日本型地域ネットワークに関する基礎的理解を得、

同時に分野融合型研究に有効な会議方式を開発した 

・国際会議を開催して、地域通貨の現状を把握する 

H17 年度 

・頼母子講・水利権など地域の経済活動を中心においた研究を進め、

日本型地域通貨のあり方について考察する 

H18 年度 

・日本型地域ネットワークの継承と創造のための哲学とシステムを練

り上げる 

H19 年度 

・成果発表のための情報交換、叢書出版 

８．協働体制の状況 最後につけた研究者マップに明らかなように、それぞれのコア研究者が課題によって

リーダーになり、メンバはその「親玉」の下に、玉すだれ状にぶら下がった３D まんだ
ら状の体制で研究を深めている。すなわち 
 
岡田真美子（兵庫県立大学・環境宗教学）  講および地域通貨 
大坪慎一（賢明女子短期大学・会計学）  頼母子講など経済的な講組織 
森下一男（香川大学・土木工学）  ため池と地域ネットワーク 
合田博子（兵庫県立大学・文化人類学） 「宮座」「神」 
中塚則男（兵庫県政策担当課長） 政策・哲学について 
竹村英樹（兵庫県庁地域通貨研究会） 官の組織・社会資本について 
藤田益伸（社会福祉法人 尚紫会・地域医療）地域福祉ネットワーク 
田端和彦(兵庫大学・地域経済) 地域経済ネットワーク 
保坂裕子（兵庫県立大学・心理学） ネットワークの心理について 
和﨑宏（株 インフォミーム） ICTネットワーク 

らヘッドになるコア研究者で、産学官民の協働体制が出来上がっている 

９．人材育成 昨年度から修士課程の学生として本研究に参加している古賀弘一はこれをきっかけ

に研究者の道をさらに進む意思を固め、博士後期課程へ進学することになった。また

昨年同様に本研究に参加しながら岡山大学大学院で行動心理学の分野で修士を修

了した藤田は姫路の医療福祉施設に職を得て、さらに施設従事者として実践智を提

供する立場となった。 

桑子プロジェクトとの合同研究会でさらに広い刺激が得られること、またグループ内の

研究会では8で述べたように、若手であっても課題によってヘッドとなる研究体制のた

め 各人の自覚と責任が高まり、人材が育つ土壌が生まれてきている手ごたえが感

じられる 

 

  

１０．期待される研

究成果 

１．学術的な成果公開 

桑子プロジェクトには、出版関係者が所属し、研究の方向性について共同で

討議しており、研究成果は、この出版社を通じて出版される予定である。 

２．政策提言 

産学官民よりなるコア研究者は、すでに地域行政でリーダー的な役目をにな

っている。本研究の成果がすでに地域ビジョン推進方策（西播磨 相生市/

太子町地域通貨プロジェクト）に反映されるなど直接、かつ、積極的に提言

されつつある。また、本研究に葉行政で政策を担当するものもコア研究者と

して参加しているので、今後も研究の進捗にともなってさまざまな機会に有

効な政策提言がなされることが期待される。 
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 １１．研究経費及

び主な使途 研究経費総額 主な調査出張、外国人研究者招へい、会議、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・ｾﾐﾅｰ、設備備品等 

15 

年 

度 

６０００千円 

 

 

 

 

 

研究会費 

調査出張 

コンピュータ関連経費(HP 開設を含む) 

ビデオ、コピー機関連経費 

謝金 

16 

年 

度 

８５００千円 

 

 

 

 

 

以下は見込みを含む 

研究会費 

国際シンポジウム・セミナー 

調査出張 

コンピュータ関連経費 

謝金 

１２．研究グルー

プ長のプロフィ

ール 

 

岡田真美子は本来インドのハイブリッドサンスクリットを専門とする文献学者・仏教説話

研究者であった。1998 年環境宗教学を創始し、爾来「関係性の研究」を中心課題として

いる。2001 年 10 月 IT コミュニティ地域通貨「千姫」の経営を地域活動者たちとともには

じめ、2003年からNPO千姫プロジェクトの理事長として、地域のセーフティーネットづくり

を志している。県立大学の教員として務める、さまざまな県の審議会活動中で、地域ビ

ジョンづくりに関わるようになった。そこで、仏教説話研究を行っていたときに編み出した

系統研究手法が、関係性の視覚化提示に役立つことがわかり、これを「人間まんだら」

と名づけた。この研究プロジェクトにおいても、人間まんだら手法の３D化、インドラネット

化などを試みている。協働者に恵まれていることが最大の強みである。 

１３．研究体制 研究者は多方向性のネットワークを形成しているので、単純にツリー状のグループ分け

で書き表せない。実線の囲いで示されている者がコアメンバで、点線で囲まれているも

のは客員である。 
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